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地域随一の文化施設を目指して、生まれ変わるシアターサ
ウンド

ケレタロ・メトロポリタン・シアター＆コンベンション・センターは、メ

キシコのメキシコシティから2時間ほど離れた都市、ケレタロにありま

す。ここは、地域コミュニティや企業などが参加型イベントやパフォーマ

ンスを催すなど活気のある施設ですが、こうしたイベントに相応しい新

しいシステムを必要としていました。

2018年に、同センターの技術・運営チームは、音響や映像体験をより

向上させ、これまでよりダイナミックでハイレベルなアートパフォーマ

ンスや、企業によるプライベートイベントなどを地域中から誘致する目

的で、オーディオシステムの全面改修プロジェクトを開始しました。 

このプロジェクトでは、劇場内の３つのホールが対象となりました。１

つ目は、コンサートやオペラ、ミュージカルや芝居など、さまざまなイベ

ントに適したメインホール。２つ目は、汎用性が高くオーディエンスと

の親密な雰囲気が求められるイベントに最適なエクスペリメンタルホ

ール。３つ目は、演劇やダンス、身体表現パフォーマンスのために設計

されたダンスホールです。 

同センターの運営責任者のヘクター・キンテロ・マルティネス氏は

次のように述べています。「オーディオソリューションの改修は、ケレタ

ロ・メトロポリタン・シアターを地域随一の文化施設にアップグレー

ドし、新しい観客やパフォーマーを誘致するために必要なステップでし

た」

パワー、明瞭性、カバレージ。すべてを叶えたソリューション

AVソリューションのインテグレーション会社、Ponle Audio社の取締役

であるイワン・ロメロ氏が中心となって提案された設計は、各ホール

での音声の明瞭さ、全体のカバレージ、および音質の改善を中心とし

たものでした。サイズの異なる空間、幅広い用途、パフォーマンスの種

類などを考慮し、それぞれの目的に最適な音響システムを提供するこ

とが求められていました。 

オーディオシステムの目標は、パワー、明瞭さ、およびカバレージ性能

の組み合わせにより、優れたパフォーマンスを実現することでした。 

最も大きな課題となったのは、メインホールの上階のバルコニー席で

最適なカバレージを実現することでした。以前のラインアレイシステム

では、バルコニーまで音声を届けるためには音量を上げるしかなく、そ

の音量によって下の座席エリアでは音声が歪んで聞こえてしまってい

ました。 

エクスペリメンタルホールの目標は、ホールで行われるさまざまなア

クティビティやアーティストの芸術表現に対応できる柔軟性を備えた

サウンドシステムを実現することでした。この柔軟性により、ゲストに対

して優れた体験を提供できるだけでなく、スペースの使用を検討して

いるクライアントにとっても、より魅力的な会場として認識されるように

なりました 。
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同シアターのオーディオエンジニア兼制作監督であるジョエル・ラミ

レス氏は次のように述べています。「オーディオの面では、カバレージ

と明瞭さが最優先でした。音圧には配慮しているので、単に音が大きく

出せる機材を探していたわけではありません。我々に必要だったのは、

絶対的な明瞭さと聞き取りやすさでした。それを実現してくれたのが

ShowMatchシステムだったのです」

SHOWMATCHが複数のスペースの課題を解決

メインホールのシステムには、システムの中枢としてBose 

ProfessionalのShowMatch DeltaQラインアレイスピーカーテクノ

ロジーが採用されました。さらに、PowerMatch PM8500パワーアン

プとControlSpace EX-1285Cプロセッサーで駆動するRoomMatch 

Utilityスピーカーも設置され、そのパワーと汎用性の真価を発揮して

います。

このソリューションは、SM5／SM10／SM20の組み合わせによる14台

のShowMatchモジュールからなるラインアレイシステムと、ステー

ジ両側に設置された6台のSMS118サブウーファー、およびさらに8台

のShowMatchSM5／SM10／SM20モジュールによるセンタークラ

スターで構成されています。両側に2台ずつスタックし、カーディオイド

方式で配置されたSMS118サブウーファーにより（40 Hz未満の）低音

が補強され、4台のSM20モジュールによるフロントフィルが会場前方

の低いエリアをカバーします。ステージ両側には、ShowMatch SM5
／SM10／SM20モジュール4台とSMS118サブウーファー1台がそれぞ

れ設置され、ステージエリアに適正なレベルのサウンドを提供するた

めのサイドフィルを構成しています。Ponle Audio社は、強い音圧によ

る、スピーカーへの物理的な影響を防ぐため、側面にスタックした6台

のサブウーファーを壁に固定するためのブラケットをカスタムで製作

しました。

また、3階バルコニーに均一なカバレージを確保するため、劇場上階

のキャットウォークからシステムを吊り下げて設置しました。ここでは

ShowMatchスピーカーが1 + 2 + 2 + 2 + 1の構成で配置され、合計8

台のモジュールがオーディエンスに見えないように設置されています。

有孔グレーメッシュカバーで覆うことで、天井の外観をさらに引き立て

る要素にもなっています。さらに、壁際の座席や3階バルコニーエリア

でも豊かなオーディオ体験を実現するため、RoomMatchスピーカー

シリーズが会場全体に戦略的に配置されています。

エクスペリメンタルホールは1,066平方フィートの面積と300席以上の

格納式の座席があるため、Ponle Audio社は、スピーカーの配置を元

あった場所から変更し、明瞭性の改善と空間全体のサウンドカバレージ

の実現に焦点を当てたソリューションを設計しました。このシステムは、

両側に2台ずつ配置されたRoomMatch RMU206スピーカーに加え、

バルコニーエリアのRMU105スピーカーと MB210サブウーファー各6
台ずつで構成されています。サイドフィルには、2台のRoomMatchス

ピーカーが両側に1台ずつ設置され、さらに2台のスピーカーがオーディ

オブース内に配置されています。RoomMatchスピーカーとサブウーフ

ァーを組み合わせることで、卓越した音声と音楽再生を実現する、一貫

性のあるソリューションが構築されています。

システムはDanteネットワークカードを内蔵したPowerMatch 

PM8500パワーアンプとControlSpace EX-1280Cプロセッサーを採

用しており、デジタルコンソール、タッチスクリーンパネル、およびワイ

ヤレスマイクシステムを備えています。

この新しいオーディオシステムにより、エクスペリメンタルホールはオ

ーケストラのリハーサルの他、芝居、ミュージカル、テレビ番組、企業の

イベントなどのニーズにも対応できるようになりました。

ダンスホールは、583平方フィートの小規模なスペースで、メインホー

ルに出演するダンサーのリハーサルやウォーミングアップに使用され

ます。ここではL1 Model IIポータブルラインアレイシステムが2台配置

され、必要に応じて音出しができるようになっています。ポータブルか

つ直感的で使いやすく、また技術者を必要としないため、ダンスアーテ

ィストやインストラクターが自身でこれらのスピーカーを操作すること

ができます。
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シアターの前にあるコンベンションセンターでは、展示会や会議、ミ

ーティングに最適な広々としたスペースを提供しています。2階に2部

屋、3階に8部屋の合計10部屋の多目的イベントルームを備え、それぞ

れ個別でも統合しても使用できるため、大型のスペースに統合すれば

数百人のゲストを迎えることができます。

この10部屋には、Panaray MA12スピーカーとPanaray MB4サブウー

ファーが各1台ずつ配置され、これらすべてがDanteネットワークで接

続されています。このシステムにより、1つの音源を個別の各スペース

またはすべての部屋で同時に聞くことができます。

感動と興奮をこの先もずっと提供し続けるシアターとして

どのホールも、パフォーマンスのインパクトを余すことなく
オーディエンスに届けることができる音響システムが実現
しました。

「ニュートラルなレスポンスにより、これまでよりずっとバランスの取れ

たサウンドになりました。しかし、私たちが感銘を受けたのは、音の明

瞭度の高さと会場のトータルカバレージです。音が限りなくクリアなの

で、イコライザーが最低限で済みます」

これらの成果は、技術面の改善以上の影響をもたらすことになりまし

た。キンテロ氏は次のように述べています。「サウンドと照明のインフラ

により、当シアターはセントロバヒーオ地域随一の文化施設となること

ができました。音質が大幅に改善され、プロデューサーから企業まで同

じように感じてくれています。この改修で、これまでよりさらに多くの魅

力的なイベントを誘致することができます」

この大規模なプロジェクトの過程では、ロメロ氏と彼のチーム、Bose 

Professionalのスペシャリストたち、そしてPonle Audio社のエンジニ

アや同シアターのスタッフが緊密に連携していました。 

ロメロ氏は次のように述べています。「カバレージやレスポンスマップ

など、すべての情報を共有していました。Bose Professionalのチーム

はたくさんの提案で応えてくれました。中でもShowMatchスピーカー

のサイドやセンターのライン配置のプリセット作成は、この劇場のサウ

ンドを成功に導いた決定的な要素となりました」

「Bose Professionalのシステムに切り替えた瞬間、
その成果は明白でした。大幅にサウンドが改善され
ていましたから」 

— ジョエル・ラミレス氏

オーディオエンジニア兼製造監督者 
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システムのコンポーネント

Panaray MA12モジュール式アレイスピーカー

Panaray MB4モジュール式ベーススピーカー

L1 Model IIポータブルシステム

ShowMatch SM5 DeltaQアレイスピーカー

ShowMatch SM10 DeltaQアレイスピーカー

ShowMatch SM20 DeltaQアレイスピーカー

ShowMatch SMS118サブウーファー

ControlSpace EX-1280Cデジタルシグナルプロセッサー

PowerMatch PM8500パワーアンプ

パートナー: Ponle Audio

Ponle Audioは、オーディオプロフェッショナル

のチームであり、お客様が必要とする最高のオ

ーディオソリューションを提供します。私たちは、

最高のオーディオデザインの提供に努めるとと

もに、継続した研修と教育を通して専門性を高めることに専心していま

す。これにより、可能性を見極め、お客様のビジョンを実現することがで

きると考えています。

Panaray MA12

複数のエンクロージャーをラインアレイ構成で積み上げて設置するこ

とで、垂直パターンコントロールを拡張し、有効到達距離を向上させる

とともに、床／天井の不要な反射を低減します。

https://pro.bose.com/ja_jp/products/loudspeakers/column_line_array/panaray_ma_12.html#v=panaray_ma_12_black
https://pro.bose.com/ja_jp/resources/discontinued-products.html#v=panaray_mb_4_black
https://pro.bose.com/ja_jp/products/portable/l1/l1_model_ii.html#v=l1_model_ii_black
https://pro.bose.com/ja_jp/products/loudspeakers/deltaq_array/showmatch/sm_sm5_deltaq_array_loudspeaker.html
https://pro.bose.com/ja_jp/products/loudspeakers/deltaq_array/showmatch/sm_sm10_deltaq_array_loudspeaker.html
https://pro.bose.com/ja_jp/products/loudspeakers/deltaq_array/showmatch/sm_sm20_deltaq_array_loudspeaker.html
https://pro.bose.com/ja_jp/products/loudspeakers/deltaq_array/showmatch/sm_sms118_deltaq_array_subwoofer.html
https://pro.bose.com/ja_jp/products/signal_processing_and_networking/controlspace_ex/cs_ex_1280c.html#v=cs_ex_1280c_black
https://pro.bose.com/ja_jp/products/amplifiers/powermatch/pm-8500n-amplifier.html#v=pm_8500_pm_amplifier
https://www.ponleaudio.com/
https://pro.bose.com/ja_jp/products/loudspeakers/column_line_array/panaray_ma_12.html#v=panaray_ma_12_black
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Bose Professionalは、劇場、芸術センター、礼拝施設、競技場、

飲食店、学校、小売店舗、宿泊施設やオフィスビルなど、世界中の

様々な市場に高品質なサウンドを提供しています。

プロオーディオ業界のお客様にとって、アンプやスピーカーが単

なる製品以上のものであることを、私たちは知っています。私たち

ボーズ製品の先には、お客様のビジネスがあり、お客様の評判が

あり、暮らしが ある。Bose Professionalの製品を購入するという

ことは、世界中のBose Professionalチームによる手厚いサポー

トを得るということと同意義です。ボーズは、製品の購入は、パート

ナーシップの始まりだと考えています。
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